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2層型制振材料JIS化検討W G活動報告
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当 WGは6年間で 35回の活動を重ね r2層型制振材料 JIS化案(報告書)J を完成

させることができた。委員各位のご努力に感謝するとともに、 JISとして申請するに

はさらに内容の精査を進める必要があるものと考えている。引き続き研究会とし

て JIS化申請の可能性を探って行きたいと考えている。また、 WG活動を通して得ら

れた成果を還元するため「制振性能評価講習会(実習付)Jの開催を来春に予定して

いる。
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1 .はじめに

制振鋼板の損失係数試験方法1)につい

ては JISG 0602で既に制定されているが

当WGは 1998年 7月に 2層 型 試 験 片 を使っ

た損失係数の試験方法を最新の知見から

再考察し、 JIS草 案 と す る こ と を 目指し

て発足した。全35回の WGを開催し r2層

型制振材料 JIS化案 」を まと めて 2004年

8月に終了した 。 本 稿 で はWG活動を通じ

て得られた興味ある知見を紹介する o

2. JIS案の構成

当WGで作成した r2層型制振材料 JIS

化案」の章立ては以下の通りである。 1

章から 9章までは規定部で、詳細な検討

結果や理論説明は 10章の解説で行った。

1章適用範囲 全委員

2章用語の定義 杉本委員

3章試験方法 立右委員

4章試験装置 中沢委員

5章試験片 飯塚 委員

6章損 失 係数の測定 尾崎 委員

7章損失係数の算出方法 鈴木/大井

8章周渡数換算ノモグラム 井上委員

9章報告 井上 委員

10章解説 全委員

2. 1適用範囲

本案は、単層及び 2層型制振材料の両

端自由はり及び片持はりの曲げ振動に対

する振動減衰特性の試験・評価方法につ

い て 規 定 し た も の で 、 特 に 粘 弾 性 材 料の

動特性を表示する方法として、換算周波

数ノモグラムによる方法を推奨する。

3. 本案の特長

3. 1試験方法

試験方法の種類は試験片の保持方法に

より「片持はり法 J及び「中央加提法 J

に大別し、さらに「中央加振法 J を「共

振」及び「反共振 j に区分する。表 1に

一般的な損失係数試験方法を示す。

表1.損失係数試験方法
試験片保持 加援器 応答畳慣密 信号晶理器 槙央係数算出法 留軍事項

方桂

存棒僧直也.幽・ '111<失毎デタは

-静電容量型センサF

II>'t{j[と寸る

-レーザー寵位計 周.ltJt:客測定袋鑑 半信緬省長 -センサーと院量片

片持はり 非毎食蝕'11111111 -サークル7イット
の後舶に控怠

iI'.鎗遺車.幽・
量 領穆

{代表的組醐 法 -加復位置は自由
-電磁盟センサー 舗を基'とする

-レーザ・ド vプヲー 2CH FFT分続犠
-極零フィ y ト法

量償位置は

鑓'防御 -サーボアナライザ 叩...O~も

伽加壇酬闘爆 -加復力lま自主後測定

.All'型加適度センサ
できない

局波数応答阻111:測量 -半値緩io -総..片支持位置

Ilil! -サークルフィ y ト-マ見キャンセル

中央加仮r型加編
インピーダンスへp ド 代礎的構鞠 法 -ロァドの瞳甑及び

量 -国岬円分析重量 -正綴円法 インピーダン昆

-サーボアナライザ -極零フィット法
へ y ドの取り付
け位置


